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指摘事項 
 

 評価できる点 
HIV治療薬の初回治療で推奨されている、第２世代インテグラーゼ阻害剤

(INSTI)に対する新規の耐性変異を明らかにした意義は大きい。既に論文発表
も行っており、今後の抗 HIV治療薬の開発や治療法の標準化に繋がる成果と
して評価できる。また、新たな研究費の獲得など、研究グループのキャパシテ

ィーの向上が図られていることも評価できる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
一般市民との対話を通じた科学技術コミュニケーション活動を活発に行うこ

とで、研究成果に対する理解と関心を深めることを期待する。 
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